
国保を担当する住民生活課

大森　正治  議員

　

半
数
が
、
法
定
軽
減

世
帯
。
国
保
税
の
滞
納
は
、

税
の
中
で
最
多
で
あ
る
。

　
こ
の
実
態
か
ら
、
国
保

税
の
過
酷
さ
が
わ
か
る
。

　

４
３
０
０
万
円
の
国

保
基
金
を
繰
り
入
れ
れ
ば
、

税
率
・
税
額
と
も
す
え
置

く
こ
と
が
で
き
た
。
な
ぜ

一
人
平
均
９
５
０
０
円
も

の
引
き
上
げ
を
選
択
し
た

の
か
。

【
町
長
】
増
加
す
る
医
療

費
に
対
応
し
、
国
保
事
業

の
安
定
的
運
営
の
た
め
に

は
、
基
金
か
ら
の
繰
り
入

れ
は
最
小
限
に
抑
え
る
べ

き
だ
。

【
大
森
】
逆
に
、
国
保
税

の
引
き
下
げ
は
で
き
な
い

の
か
。

【
町
長
】
一
般
会
計
か
ら
の

法
定
外
繰
り
入
れ
は
、
基

本
的
に
す
べ
き
で
な
い
と

考
え
る
。

【
大
森
】
国
保
基
金
残
高

１
億
円
に
こ
だ
わ
る
理
由

は
。

【
町
長
】
厚
労
省
か
ら
の

通
知
に
よ
る
。

【
大
森
】
国
保
税
を
納
付

し
や
す
く
、
８
期
に
す
る

こ
と
は
。

【
町
長
】
国
保
運
営
協
議

会
の
答
申
を
ふ
ま
え
て
、
納

期
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

安心できる
　国保政策は？

納期回数の
見直しを検討する町長

【
大
森
】
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の

一
方
的
な
カ
ー
ナ
ビ
発
注

打
ち
切
り
の
通
告
に
よ
っ

て
、
大
山
電
機
は
閉
鎖
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
本
町
の
誘
致
企
業
第
１

号
、
雇
用
や
地
域
経
済
へ

の
影
響
を
考
え
る
と
、
自

治
体
と
し
て
も
見
過
ご
せ

な
い
。
従
業
員
全
員
の
雇

用
確
保
を
は
か
る
必
要
が

あ
る
。

　
従
業
員
の
再
就
職
の
実

状
は
。

【
町
長
】
ま
だ
操
業
中
の

た
め
、
自
由
に
求
職
活
動

が
で
き
る
状
況
で
は
な
い

が
、
か
な
り
の
人
が
再
就

職
先
に
め
ど
を
つ
け
て
い
る

と
聞
く
。

【
大
森
】
町
当
局
の
対
策

と
そ
の
結
果
は
。

大
山
電
機
の

　
　
再
就
職
は
万
全
か
？

町長

見
通
し
が
立
っ
た

閉鎖を余儀なくされた大山電機（所子地区）

【
町
長
】
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や

県
と
の
連
携
、
私
自
身
も

求
人
開
拓
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
そ
の
結
果
、
本

町
の
従
業
員
24
人
に
対
し
、

そ
れ
以
上
の
求
人
数
が
あ

る
。

　

延
べ
20
企
業
以
上
に
よ

る
説
明
会
を
２
回
開
催
、

本
町
も
独
自
に
職
業
紹
介

で
き
る
資
格
を
取
得
し
た
。

　

再
就
職
を
希
望
す
る
全

員
に
応
え
る
こ
と
が
で
き

る
見
通
し
が
あ
る
。

【
大
森
】
国
保
加
入

２
９
０
８
世
帯
の
う
ち
、

所
得
１
０
０
万
円
未
満
は

58
％
、
所
得
ゼ
ロ
は
36
％

も
あ
る
。
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